
11. 一連の流れ

Googleアナリティクス4でのアクセス解析までの流れ。 

12. 注意点

 本書ではGoogleアナリティクス4の操作例をご紹介しております。
Googleアナリティクス4の操作方法の詳細は、公式サイトをご参照ください。

 本書は2022年11月現在の例で説明しております。

 Googleアナリティクス4の事前設定実施から実際のアクセス解析までには、最大48時間
を要します。

 本書に記載のない設定方法、操作方法に関してのサポートは弊社ではお受けできません。 



2. 事前設定
2-1. 事前設定の一連の流れ

① プロパティの作成

② 測定IDの取得

③ カスタムディメンションの設定

2-2. プロパティの作成

Googleアナリティクス4のプロパティを作成していきます。 
この設定により、測定ID発行の準備をすることが出来ます。 

1. Googleのアカウントを用意します。
2. Googleアナリティクスにアクセスし、【 さっそく始める 】ボタンをクリックします。
https://marketingplatform.google.com/intl/ja/about/analytics

 Googleへのログインをしていない場合、【 さっそく始める 】ボタンクリック後に
ログインを求められるのでログインします。



3. アカウントの詳細、プロパティの設定、ビジネスの概要を設定していきます。
はじめにアカウントの詳細を設定していきます。
任意のアカウント名を入力してください。

4. アカウントのデータ共有設定は、お客様のご利用方法によって項目のチェックを選択して
ください。

5. 【 次へ 】ボタンをクリックしてください。



6. プロパティの設定をしていきます。
任意のプロパティ名を入力してください。

7. 【 次へ 】ボタンをクリックしてください。
8. ビジネスの概要を設定していきます。
お客様のビジネス状況に合わせて、項目を選択してください。

9. 【 作成 】ボタンをクリックしてください。



23. 測定IDの取得

データ収集の設定をしていきます。 
この設定を終えることで、測定IDを取得することが出来ます。 

1. 「3-2. プロパティの作成」の手順を終えると、下記の画面が表示されます。
[ ウェブ ]を選択してください。

2. データ収集先のウェブサイトのURLと、任意のストリーム名を入力します。

3. 【 ストリームを作成 】ボタンをクリックします。
4. ウェブストリームが完成しました。
測定IDをブックに設定することで、Googleアナリティクス4でブックの閲覧履歴を収集す
ることができます。
赤枠で囲った測定IDを控えてください。



24. カスタムディメンションの設定

カスタムディメンションは、独自の分析軸を設けられるGA4の機能です。
あらかじめ用意されているデフォルトのディメンションもありますが、独自の分析軸を追加
するためにカスタムディメンションを作成します。
ここで作成したカスタムディメンションを利用して、レポート画面でログを確認する事ができ
ます。

1. 画面左側のメニューから、[ 設定 ]をクリックします。

2. [ カスタム定義 ]をクリックします。

3. ここから7つのカスタムディメンションを作成していきます。
【 カスタムディメンションを作成 】ボタンをクリックします。



4. ディメンションを7つ作成します。
ディメンション名、範囲、説明、イベントパラメータを以下の表の通りに設定し、【 保存 】
ボタンをクリックします。
これを7つ分繰り返します。

ディメンション名 説明 範囲 イベントパラメータ

デジタルブック ブックID デジタルブック ブックID イベント fl_book_id 

デジタルブック

ブックバージョン 
デジタルブック

ブックバージョン 
イベント fl_version 

デジタルブック 検索文字列 デジタルブック 検索文字列 イベント fl_search_term 

デジタルブック ページ デジタルブック ページ イベント fl_page 

デジタルブック ラベル デジタルブック ラベル イベント fl_label 

デジタルブック リンク情報 デジタルブック リンク情報 イベント fl_link 

デジタルブック URL デジタルブック URL イベント fl_url 

 範囲、イベントパラメータは表の通りである必要があります。
差異があった場合、正しくデータを受け取ることが出来ません。



5. 7つのカスタムディメンションが作成されたことを確認します。

３．デジタルブックの制作と公開

３-1．デジサクへ制作を依頼する

３-2．WEBサーバーにアップロードし、公開する

デジサクへGA4の計測IDをご共有いただき、デジタルブックの制作をご依頼ください。

デジタルブックのコンテンツIDは納品時にお伝えいたします。

納品されたデータをWEBサーバーにアップロードし、公開します。

掲載後、閲覧データがGoogleアナリティクス4に送られるようになります。

ただし、データが解析されレポートとして画面上に反映されるのは約24時間後（最大48時間

後）になります。



4. 探索
収集されたログのアクセス解析結果を確認するために、閲覧したいデータに合わせてGoogle
アナリティクス4でレポート画面（データを確認できる画面）を作成します。
コンテンツの閲覧履歴をGoogleアナリティクス4で解析すると、設定に合わせて結果がグラ
フで表示されます。

この設定はブックの閲覧データがGoogleアナリティクス4に収集される前でも実施可能です。 

4-1. 下準備

作成したディメンションがレポート画面で使用出来るように設定します。 

1. 左側のメニューから[ 探索 ]をクリックします。



2. データ探索の種類を選択します。
[ 自由形式 ]をクリックします。

3. 自由形式の探索設定画面が開きます。
ディメンションの右側にある[ ＋ ]をクリックします。



4. ディメンションの選択画面が開きます。
[ カスタム ]を開き、「3-4. カスタムディメンションの設定」で登録した7つのディメンシ
ョンを全て選択してください。

5. [ ページ / スクリーン ]を開き、「ページパス＋クエリ文字列」を選択します。



6. 【 インポート 】ボタンをクリックします。

7. ディメンションを見て、登録したパラメータが追加されていることを確認してください。



4-2. 探索作成例

目的別に探索の作成方法の例を記載します。 

4-2-1. 検索されたワードを一覧表示する

検索されたワードを一覧表示するため、自由形式の探索で各種設定を行っていきます。 

1. 探索用の新規タブを作成します。
初めての探索の場合この手順は不要です。
赤枠の[ ＋ ]＞[ 自由形式 ]をクリックします。

2. 一覧の行を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 行 ]＞[ ディメンションをドロップするか選択してくだ
さい ]をクリックして、「イベント名」と「デジタルブック 検索文字列」を追加しま
す。



3. 一覧で使用する値を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 値 ]に「イベント数」を追加します。

4. フィルタの設定をします。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ フィルタ ]に「デジタルブック ブックID」と「イベント名」
を追加します。

5. 「デジタルブック ブックID」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「デジタルブック ブックID」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」
を選択します。 
アクセス解析を実施したいブックのブックIDを入力します。
入力後、[ 適用 ]をクリックします。

 このブックIDは調べたいブックによって変えることが出来ます。



6. 「イベント名」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「イベント名」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」を選
択します。 
今回は検索されたワードを解析する為、イベント名「fl_search」を入力します。 
入力後、[ 適用 ]をクリックします。 

7. 上記までの手順で設定は完了です。
実際にデータが収集されると、集計結果が表示されます。



4-2-2. 各ページのアクセス数を一覧表示する

各ページのアクセス数を一覧表示するため、自由形式の探索で各種設定を行っていきます。 

1. 探索用の新規タブを作成します。
初めての探索の場合この手順は不要です。
赤枠の[ ＋ ]＞[ 自由形式 ]をクリックします。



2. 一覧の行を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 行 ]＞[ ディメンションをドロップするか選択してくださ
い ]をクリックして、「イベント名」と「ページパス＋クエリ文字列」を追加します。

3. 一覧で使用する値を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 値 ]に「イベント数」を追加します。

4. フィルタの設定をします。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ フィルタ ]に「デジタルブック ブックID」と「イベント
名」を追加します。



5. 「デジタルブック ブックID」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「デジタルブック ブックID」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」
を選択します。 
アクセス解析を実施したいブックのブックIDを入力します。
入力後、[ 適用 ]をクリックします。

このブックIDは調べたいブックによって変えることが出来ます。

6. 「イベント名」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「イベント名」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」を選
択します。 
今回はページのアクセス数を解析する為、イベント名「page_view」を入力します。 
入力後、[ 適用 ]をクリックします。 

7. 上記までの手順で設定は完了です。
実際にデータが収集されると、集計結果が表示されます。



4-2-3. クリックされたリンクを一覧表示する

ブックのページ内に設定されているリンクが何回クリックされたか一覧表示するため、自由形
式の探索で各種設定を行っていきます。 

 「クリックされたリンクの詳細」の見方
1. 4ページのid17,99ページへ移動するリンクが押下された
2. 4ページのid23, 110ページへ移動するリンクが押下された

1. 探索用の新規タブを作成します。
初めての探索の場合この手順は不要です。
赤枠の[ ＋ ]＞[ 自由形式 ]をクリックします。

2. 一覧の行を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 行 ]＞[ ディメンションをドロップするか選択してくだ
さい ]をクリックして、「イベント名」と「デジタルブックリンク情報」を追加します。



3. 一覧で使用する値を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 値 ]に「イベント数」を追加します。

4. フィルタの設定をします。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ フィルタ ]に「デジタルブック ブックID」と「イベント
名」を追加します。

5. 「デジタルブック ブックID」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「デジタルブック ブックID」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」
を選択します。 
アクセス解析を実施したいブックのブックIDを入力します。
入力後、[ 適用 ]をクリックします。

 このブックIDは調べたいブックによって変えることが出来ます。



6. 「イベント名」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「イベント名」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」を選
択します。 
今回は押下されたリンク情報を解析する為、イベント名「fl_link」を入力します。 
入力後、[ 適用 ]をクリックします。 

7. 上記までの手順で設定は完了です。
実際にデータが収集されると、集計結果が表示されます。



4-2-4. ブックのアクセス回数を表示する

ブックのアクセス回数を一覧表示するため、自由形式の探索で各種設定を行っていきます。 

1. 探索用の新規タブを作成します。
初めての探索の場合この手順は不要です。
赤枠の[ ＋ ]＞[ 自由形式 ]をクリックします。

2. 一覧の行を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 行 ]＞[ ディメンションをドロップするか選択してくだ
さい ]をクリックして、「イベント名」と「デジタルブック URL」を追加します。



3. 一覧で使用する値を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 値 ]に「イベント数」を追加します。

4. フィルタの設定をします。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ フィルタ ]に「デジタルブック ブックID」と「イベント
名」を追加します。

5. 「デジタルブック ブックID」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「デジタルブック ブックID」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」
を選択します。 
アクセス解析を実施したいブックのブックIDを入力します。
入力後、[ 適用 ]をクリックします。

 このブックIDは調べたいブックによって変えることが出来ます。



6. 「イベント名」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「イベント名」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」を選
択します。 
今回はブックのアクセス回数を解析する為、イベント名「fl_access」を入力します。 
入力後、[ 適用 ]をクリックします。 

7. 上記までの手順で設定は完了です。
実際にデータが収集されると、集計結果が表示されます。



4-2-5. どのテキスト目次がクリックされたかを表示する

クリックされたテキスト目次を一覧表示するため、自由形式の探索で各種設定を行っていきま
す。

1. 探索用の新規タブを作成します。
初めての探索の場合この手順は不要です。
赤枠の[ ＋ ]＞[ 自由形式 ]をクリックします。

2. 一覧の行を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 行 ]＞[ ディメンションをドロップするか選択してくだ
さい ]をクリックして、「イベント名」と「デジタルブックラベル」を追加します。



3. 一覧で使用する値を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 値 ]に「イベント数」を追加します。

4. フィルタの設定をします。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ フィルタ ]に「デジタルブック ブックID」と「イベント
名」を追加します。

5. 「デジタルブック ブックID」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「デジタルブック ブックID」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」
を選択します。 
アクセス解析を実施したいブックのブックIDを入力します。
入力後、[ 適用 ]をクリックします。

 このブックIDは調べたいブックによって変えることが出来ます。



6. 「イベント名」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「イベント名」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」を選
択します。 
今回はテキスト目次のクリック回数を解析する為、イベント名「fl_index_t」を入力します。 
入力後、[ 適用 ]をクリックします。 

7. 上記までの手順で設定は完了です。
実際にデータが収集されると、集計結果が表示されます。



4-2-6. どのサムネイル目次がクリックされたかを表示する

クリックされたサムネイル目次のページを一覧表示するため、自由形式の探索で各種設定を行
っていきます。

1. 探索用の新規タブを作成します。
初めての探索の場合この手順は不要です。
赤枠の[ ＋ ]＞[ 自由形式 ]をクリックします。



2. 一覧の行を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 行 ]＞[ ディメンションをドロップするか選択してくだ
さい ]をクリックして、「イベント名」と「デジタルブックページ」を追加します。

3. 一覧で使用する値を設定します。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ 値 ]に「イベント数」を追加します。

4. フィルタの設定をします。
画面左側の[ タブの設定 ]＞[ フィルタ ]に「デジタルブック ブックID」と「イベント
名」を追加します。



5. 「デジタルブック ブックID」フィルタに詳細な設定をします。
先程追加した「デジタルブック ブックID」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」
を選択します。 
アクセス解析を実施したいブックのブックIDを入力します。
入力後、[ 適用 ]をクリックします。

 このブックIDは調べたいブックによって変えることが出来ます。

6. 「イベント名」フィルタに詳細な設定をします。

先程追加した「イベント名」をクリックし、フィルタの選択肢から「次と完全一致」を選

択します。 

今回はサムネイル目次のページのクリック回数を解析する為、イベント名「fl_index_v」
を入力します。 

入力後、[ 適用 ]をクリックします。 

7. 上記までの手順で設定は完了です。
実際にデータが収集されると、集計結果が表示されます。


